用言・体言以外の自立語２　　連体詞・感動詞
１　連体詞の特徴と種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連体詞は、自立語で活用がなく、常に体言を修飾する。形のうえから次の五つの型に分類できる。
①　「～た」型　例たいした・とんだ・だいそれた

②　「～な」型　例大きな・小さな・おかしな・いろんな・こんな

③　「～が」型　例わが

④　「～の」型　例この・ほんの・例の・大の・くだんの

⑤　「～る」型　例ある・あらゆる・いわゆる・来たる・去る・明くる・いかなる
それぞれの最後の音に着目し、「た・な・が・の・る（棚が乗る）」と覚えよう。連体詞は数が少ないので、右に挙げた例の単語は「連体詞」だと確実に識別できるようにしておこう。
また、「ある」や次に見る指示語のように、連体詞には他の品詞と間違えやすいものがある。だが、「連体詞は活用がなく、単独で連体修飾語になる」という特徴をしっかりつかんでおけば、連体詞か他の品詞かを見分けることができる。

例　「ある人がこう言った。」（連体詞）／「そこにあるのは何？」（動詞の連体形）
※「こんな」は、「こんなだ」という形容動詞の特殊な連体形だとする考え方もある。
【指示語の品詞】

①　連体詞…この　　その　　あの　　どの　　＝物事
②　連体詞…こんな　そんな　あんな　どんな　＝様子
③　代名詞…これ　　それ　　あれ　　どれ　　＝物事
④　代名詞…ここ　　そこ　　あそこ　どこ　　＝場所
⑤　代名詞…こっち　そっち　あっち　どっち　＝方向
⑥　代名詞…こちら　そちら　あちら　どちら　＝方向（人）
⑦　副　詞…こう　　そう　　ああ　　どう　　＝様子

【確認問題】

１　次の各組の　　線部から連体詞であるほうを選び、記号で答えなさい。また、その連体詞が修飾している文節を書き抜きなさい。

①　ア　そこにあるのは何ですか。

イ　その家はある豊かな人の持ち物です。

記号〔　　　　　〕　文節〔　　　　　〕

②　ア　おかしなこともあったものだ。

イ　変な事件が立て続けに起こった。

記号〔　　　　　〕　文節〔　　　　　〕

③　ア　この英語の本は誰のものですか。

イ　君の家はどこにあるの。

記号〔　　　　　〕　文節〔　　　　　〕

④　ア　聞いたわりにはたいしたことなかったよ。

イ　驚いたことに、彼は病気になったそうだよ。

記号〔　　　　　〕　　文節〔　　　　　〕
２　１の①～④のうち、連体詞ではなかったほうの　　線部にある自立語の品詞名を答えなさい。

①　〔　　　　　〕　②　〔　　　　　〕
③　〔　　　　　〕　④　〔　　　　　〕
３　次の各文の　　線部の指示語の品詞名を答えなさい。

①　そんなことを言わないで。　　　　〔　　　　　〕
②　彼ならあっちへ走っていったよ。　〔　　　　　〕
③　君はどの国へ行ってみたい？　　　〔　　　　　〕
④　こう考えてみてください。　　　　〔　　　　　〕
２　感動詞の特徴と種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
感動詞は、自立語で活用がなく、独立語になる。感動詞は、ふつうは文頭にあるので見分けやすい。表す意味によって、次の四種類に分けられる。
①　応答　　　　　　例はい・いいえ・うん・いや・ああ
②　挨拶　　　　　　例こんにちは・こんばんは・さようなら・おはようございます
③　呼びかけ　　　　例おい・さあ・そら・やあ・もしもし・ねえ
④　感動（かけ声）　例ああ・あれ・おや・やれやれ・よいしょ
※同じ形の感動詞が違う意味を表すこともある。

例「いや、違います。」（応答）／「いや、疲れた。」（感動）

単独で独立語になる品詞には、感動詞と名詞がある。

独立語のうち、「①応答②呼びかけ③感動」（および「挨拶」）を表すものが感動詞である。いっぽう、「提示」（および「②呼びかけ」の一部）の独立語となるのは、主に名詞である。

【確認問題】

１　次の各文の　　線部の感動詞の意味として適切なものをあとから一つずつ選び、記号で答えなさい。

①　ああ、君の言うとおりだよ。〔　　　　　〕
②　ああ、疲れたなあ。〔　　　　　〕
③　こんにちは、今日は冷えますね。〔　　　　　〕
④　やあ、そこの彼、かっこいいねえ。〔　　　　　〕

ア　応答　　イ　挨拶　　ウ　感動　　エ　呼びかけ
